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●正式名称 ︓ 独⽴⾏政法⼈国際観光振興機構（国⼟交通省 観光庁所管）
※通称として「⽇本政府観光局」、略称としてJNTO（英⽂名称︓Japan National Tourism Organizationの頭⽂字）を使用しています。

●国内拠点 ︓ 本部（東京）
●海外拠点 ︓ 24事務所（ソウル、北京、上海、広州、⾹港、バンコク、シンガポール、ジャカルタ、クアラルンプール、

ハノイ、デリー、マニラ、シドニー、ロンドン、フランクフルト、パリ、ニューヨーク、
ロサンゼルス、トロント、モスクワ、ローマ、マドリード、ドバイ、メキシコ）

JNTOは世界24都市に海外事務所を持ち、
外国⼈の訪⽇旅⾏の促進に向けて、海外現地目線に
⽴ったプロモーション、マーケティングを⾏ってい
ます。

JNTOの活動

組織概要

＜主な事業＞
●訪⽇旅⾏市場に関する市場分析・マーケティング
●海外現地旅⾏会社の訪⽇ツアー企画・販売の促進
●海外現地メディアを通じた広告・宣伝
●ウェブやSNSを通じた訪⽇観光の情報提供
●国際会議（MICE）の誘致・開催促進
●受入環境整備・向上支援

（ビジット・ジャパン観光案内所の認定）

日本政府観光局(JNTO)とは?

※政府観光局 (National Tourism Organization)とは︓
外国⼈旅⾏者の誘致活動を⾏う政府機関

ニューヨーク、ロンドン、パリ、ソウル、シンガポールに
MICE専門スタッフを配置
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１．MICEの政府目標とJNTOの主な取組

２．国際会議の誘致・開催支援

３．インセンティブ旅⾏の誘致・開催支援

４．北海道へのMICE誘致に関する取り組み事例
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１．MICEの政府目標とJNTOの主な取組
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MICEの政府目標とJNTOの主な取組

2030年度 MICE関連訪日外国人消費相当額 8,000億円MICE全体目標

5つの事業区分間の連携による総合的な誘致策の展開により、日本へのMICE誘致を推進

②M&I
(ミーティング・インセンティブ)

の誘致・開催支援

①C 
(国際会議)

の誘致・開催支援

③ 国際会議・M&I横断的な取り組み

④ MICEを支える人材の育成

⑤ デジタルマーケティングの展開

国際会議の目標 2030年 アジアNo.1の国際会議開催国として不動の地位を築く
（官⺠挙げて目指すべきMICE全体目標）
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２．国際会議の誘致・開催支援
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■「国際会議誘致マニュアル」
の提供

■開催都市選定のお手伝い
■候補都市コンベンション

ビューロー等ご紹介
■⽴候補書類作成のお手伝い
■JNTO理事⻑、観光庁⻑官、
関係省庁⼤⾂レターの発出

■国際本部へのアプローチ
■海外キーパーソン招請
■ロビー活動への協⼒
■プレゼンテーションのコンサ

ルティング
■Japan Nightの実施
■ PR素材（画像・映像）、グッ
ズのご提供

■「国際会議開催マニュアル」
のご提供

■寄附⾦募集・交付⾦交付制度
のお手伝い

■JNTOウェブサイトへのリンク
■海外参加者募集PRのお手伝い
■関係事業者のご紹介

国際会議開催までの流れと支援内容
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国際会議開催までの流れ国際会議開催までの流れ

JNTOの支援内容JNTOの支援内容

①⽴候補 ②誘致活動②誘致活動 ③開催決定③開催決定 ➃会議開催➃会議開催

1. 会議の基礎情報を収集
2. 国内開催都市の選定
3. 国際本部へ⽴候補書類
（ビッドペーパー）提出

1. ロビー活動
2. 海外キーパーソンの

招請
3. 総会・理事会等でプレ

ゼンテーション実施

1. 開催事務局の組織化
2. 寄附⾦募集
3. 広報用ウェブサイト

⽴上げ等開催準備
4. 参加者募集

1. ウェルカムスピーチ
2. 開催都市等の各種開催

支援プログラムの活用
3. ユニークベニューの

活用

国際本部など開催都市決
定機関に対して日本開催
の意思表明

開催都市決定機関に対し
てのPR活動

投票又は話し合い等によ
り開催地決定

会議開催による地域活性
化・学術研究等の進展

⽴候補支援⽴候補支援 誘致活動支援誘致活動支援 会議開催支援会議開催支援
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MICEアンバサダーの活動

国際会議等MICEを戦略的に誘致するため、産業界や学術分野において国内外に対し発⾔⼒や
ネットワークを有する方々を、日本の「MICEアンバサダー」として委嘱。

・日本への国際会議等の誘致・開催に向けた促進活動
・日本国内における国際会議開催の意義についての普及啓発活動
・会議開催地としての日本の魅⼒を海外に向けて発信する広報活動

チーム・ジャパンでの誘致活動支援

ＪＮＴＯの
支援メニュー

ＣＶＢの
支援メニュー

プレゼンテーション資料作成 支援レター発出 国内学会でのブース出展

MICEアンバサダー
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東京大学： 6人
産業技術大学院大学： 1人
慶応義塾大学： 1人
中央大学： 1人
文教大学：1人
⻘⼭学院大学：1人
東京医科⻭科大学：１人
国立精神・神経医療研究センター： 1人
国立天文台： 1人
日本カイロプラクターズ協会： 1人
エムバイオテック株式会社： 1人
日本学術会議：1人
古賀総合法律事務所：1人

東北大学： 8人

九州大学： 1人
九州工業大学： 2人
福岡大学： 1人
産業医科大学：1人

筑波大学： 1人
農業・食品産業技術総合研究機構：1人
物質・材料研究機構：1人
日本原子力研究開発機構：１人

神⼾市立医療センター中央市⺠病院： 1人

金沢大学： 1人

国立⻑寿医療研究センター： 1人
名古屋大学：1人

千葉商科大学：2人
量子科学技術研究開発機構： 2人
国際医療福祉大学：1人
千葉工業大学：１人

防衛医科大学校：1人
理化学研究所：1人

沖縄科学技術大学院大学： 1人

静岡大学： 1人

国立循環器病研究センター： 1人
大阪大学：1人
追手門学院大学：1人

京都大学： 4人
京都国立博物館： 1人
総合地球環境学研究所：1人

北海道大学： 1人

理化学研究所：１人
宇宙航空研究開発機構： 1人
湘南医療大学：1人
日本鋼管病院：１人

※順不同

徳島大学： 1人

立命館大学：１人

MICE
アンバサダー

67人

広島大学： 2人

MICEアンバサダーの所属先・分野（2022年 5月現在）
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国際C学会

（主な取組）
＜海外向け＞
• IAPCO総会（エルサレム、2023年2月）等で、国際会議開催地としての日本の魅⼒を

訴求
• IAPCO会員の中でも、国際会議の開催地選定に影響⼒のあるコアPCOとのネット

ワーク構築とPRを強化
• 開催地となる日本の各都市の特徴的な学術・産業の集積や強み、会議施設や周辺

観光地の魅⼒等の情報を発信
＜国内向け＞
• 国内MICE関係者向けに、 IAPCO幹部による研修を実施

IAPCO総会2022 でのプレゼンテーション

2021年８月１日にデスティネーションパートーナーシップを締結
日本の他に、ハンブルク、メルボルン、トロント、ドバイ、香港、ルワンダ、アテネが締結

IAPCOディスティネーションパートナーシップを活用し、複数の国際会議の企画・運営をするコアPCOへの
アプローチを強化することで日本への国際会議誘致件数の増加につなげる

コアPCO︓PCO（会議運営会社）の中で複数の国際団体本部と契約し、国際会議の企画や運営を⾏うとともに
会議開催地決定にも影響⼒を有するPCO

コアPCO︓A

コアPCO︓B

コアPCO︓C

国際A学会

有⼒なコアPCOが数多く加盟

国際B学会

国際E学会

国際D学会

会議運営業務を
委託

IAPCO（国際PCO協会）との連携強化



ⓒ日本政府観光局（JNTO） 禁無断転載・複製

３．インセンティブ旅⾏の誘致・開催支援



ⓒ日本政府観光局（JNTO） 禁無断転載・複製 11

滞在型

成績優秀者

幹部・幹部候補

社員間交流促進

対象グループ テーマ設定キーワード

傾向 インセンティブ旅⾏催⾏企業がそのデスティネーションを
選ぶ「明確な理由」が必要になる

対応 テーマ性、新しいトレンドやニーズに対応したコンテンツ開発を

研修・視察

企業・経営

ポストコロナのインセンティブプログラム
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2022 年以降の訪日インセンティブ旅⾏の再開を⾒込み、世界のインセンティブ旅⾏の新しいトレンドである「自然・アウトドア」、
「オープンエア」、「サステナビリティ」、「ウェルネス」等を体験できるコンテンツや、感染症対策を施した安全・安心な環境等に対応し
た地域のインセンティブ旅⾏コンテンツ情報を収集。
有識者の意⾒も踏まえ選定した新規性と訴求⼒があるコンテンツを6言語（英語・韓国語・簡体字・繁体字・タイ語・ベトナム語）
にて発信。

【コンテンツ例】

ようこそ、北海道の美しい冬へ。ドキドキがここにある。
HOKKAIDO ICE STAR PROJECT

（北海道）

すべての絶景地が、“極上の食”空間に変わる。
CRUISE KITCHEN

（北海道）

ポストコロナにおけるインセンティブ旅⾏コンテンツ収集事業

北海道の⼤⾃然に囲まれるワンダーランドを独り占め。
ルスツリゾート遊園地貸切プラン

（北海道）

インセンティブ旅⾏の誘致・開催支援

特別感×アウトドア×体験 非日常感×⾃然×オープンエア アウトドア×チームビルディング
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【概要】
東南アジア・東アジアの9市場において、インセンティブツアー取扱旅⾏会社等を対象に、⽇本の各都市のインセン
ティブツアーの魅⼒や支援サービスを説明するセミナーと商談会を実施。有望なインセンティブ旅⾏案件の獲得を図る。
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インセンティブ商談会の実施

【2022年度スケジュール】※オンライン開催
韓国 2022年8月31日 シンガポール 2022年11月16日
ベトナム 2022年9月14日 台湾 2022年12月14日
タイ 2022年10月5日 マレーシア 2023年1月17日
インドネシア 2022年10月26日 フィリピン 2023年1月17日
インド 2022年11月15日
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４．北海道へのMICE誘致に関する取り組み事例
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JNTOのMICEウェブサイト（⽇本語/英語）にて
札幌を紹介［継続］

（日）https://mice.jnto.go.jp/

（英）https://www.japanmeetings.org/

『Japan: Competitiveness in Academia and 
Industry』（⽇本語・英語）での札幌市紹介［継続］

海外への情報発信事例（ウェブサイト）
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ユニークベニュー︓
「豊平館」

チームビルディング︓
支笏湖アイスウォークツアー 工場⾒学︓白い恋⼈

海外への情報発信事例（SNS）
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北海道へのMICE誘致 支援事例

① Adventure Travel World Summit（ATWS） ② 国際電波科学連合（URSI）総会
⽇程︓2023年8月
都市︓札幌
参加予定者数︓1,200⼈（うち外国⼈500⼈）
JNTOの誘致支援内容︓

・国内候補都市選定
・⼩林⼀哉先⽣（中央⼤学）アンバサダー就任
・BIDペーパー作成サポート
・2017年モントリオール総会でのジャパンブース運営
・関係省庁等からの支援レター発出調整
・JNTO理事⻑名の支援レター発出

⽇程︓2023年9月
都市︓北海道
参加予定者数︓800⼈（うち外国⼈750⼈）
JNTOの誘致支援内容︓

・BIDペーパー作成サポート
・最終プレゼンテーションサポート
・スウェーデン⼤会でのブース出展
・JNTO理事⻑名の支援レター発出
・ATWS会⻑・事務局⻑との意⾒交換会の設定

③ 国際動物繁殖学会（ICAR2026）
⽇程︓2026年6月
都市︓帯広
参加予定者数︓800⼈（うち外国⼈500⼈）
JNTOの誘致支援内容︓

・菊地和弘先⽣（農業・食品産業技術総合研究機構）の
MICEアンバサダー就任

・関係省庁等からの支援レター発出調整（農⽔省、観光庁）
・JNTO理事⻑名の支援レター発出
・プレゼンテーション制作サポート

④ 第24回世界神経放射線学連盟シンポジウム（SNR2030）
⽇程︓2030年
都市︓札幌
参加予定者数︓約1200⼈
JNTOの誘致支援内容︓

・工藤與亮先⽣（北海道⼤学⼤学院医学研究院）、東美菜子先⽣
（宮崎⼤学医学部）へのプレゼンテーション制作サポート
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JNTOをご活用ください。
お問合せ︓convention@jnto.go.jp

WEBサイト︓https://mice.jnto.go.jp




